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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 
決算特別委員会 

産業建設分科会 
会議場所 全員協議会室 

担当職員 佐藤 

日 時 令和２年９月１５日（火曜日） 
開 議   午後  １時 ５０ 分 

閉 議   午後  ２時 ２４ 分  

出席委員 ◎菱田、○赤坂、田中、小川、奥野、藤本、竹田  

出席理事者  

出席事務局 山内事務局長、佐藤主任 

傍聴者 市民０名 報道関係者０名 議員２名（長澤、並河） 
 

会  議  の  概  要 
 

１３：５０ 

１ 開議 

 

２ 事務事業評価選定事業の論点整理 

［事務局説明］ 
事務事業評価では、限られた時間の中で説明・質疑、その後の委員間での議論を通

じて評価結果をまとめるということから、時間上の制約もあるため、議論の焦点と

すべきことを事前に整理しておく必要がある。当日、論点に沿った質疑、適切な評

価ができるよう、これより論点整理を行っていただきたい。 
 

（１）農業担い手づくり育成事業経費 

＜菱田委員長＞ 
 事務局から論点整理資料の説明を。 
＜事務局主任＞ 
（資料説明） 

＜菱田委員長＞ 
 論点について意見は。 
＜赤坂副委員長＞ 
 専門的なプロを入れていかなければ、生産も販売も伸びない。担い手をしっかり育

成し、農業を守っていくために、今後どのようにしていくのか聞いていきたいと思

う。また、しっかりと予算を投入して、計画を立ててやってもらいたい。 
＜奥野委員＞ 
 集落営農を受ける側の地域も、指導する側の行政も真剣に取り組んでいただきたい。 
＜竹田委員＞ 
 農業次世代人材投資資金補助金の内容と専任マネージャーがどのようにして、担い

手を育成しているのか、より具体的に聞きたい。 

＜田中委員＞ 

 前回の選定理由を全部対象にすればよいと思う。基本的な考えを説明してもらえば

よい。 

＜菱田委員長＞ 

 「新規就農者をいかに安定収入に導いて、そのことにより、安定した農業生産をい
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かに確保していくのか」また、「高齢化する地域の中で、個別農業から集落営農へ、

どのように誘導していくのか」を論点とする。 

 

 

（２）商工業振興対策経費 

（かめおか元気企業支援事業補助経費、かめおか元気商店街等支援事業経費） 

＜菱田委員長＞ 
 事務局から論点整理資料の説明を。 
＜事務局主任＞ 
（資料説明） 
＜菱田委員長＞ 
 論点について意見は。 
＜赤坂副委員長＞ 
 少し説明をさせていただく。かめおか元気企業支援事業について、７００万円の中

で、人件費が２００万円、残りの５００万円の中で、販路開拓や新商品の開発など

を行っている。かめおか元気商店街等支援事業についても、７５０万円の中で、人

件費が２００万円となっている。予算が少ないのに、いろいろ募集して、応募が多

すぎれば、補助率が下がることになる。人件費などのいろいろな経費がかかりすぎ

て、販路開拓や新商品の開発ができないのが現状である。 
＜菱田委員長＞ 
 「補助金は適正に支出されているのか」を論点とする。 
 
 
（３）観光推進経費 

（亀岡市観光協会運営費補助経費、亀岡市観光協会宣伝事業等補助経費） 

＜菱田委員長＞ 
 事務局から論点整理資料の説明を。 
＜事務局主任＞ 
（資料説明） 
＜菱田委員長＞ 
 論点について意見は。 
＜赤坂副委員長＞ 
 少し説明させていただく。宣伝事業など補助経費については、主に、プロモーショ

ン商談会など来年に向けて動いている。地図などのパンフレットを変えるときは、

１００万円ぐらいかかる。それを定期的に行っている。多くの細かい経費に分かれ

ていき、１つの事業の費用が少ないのが現状である。 
＜小川委員＞ 
 補助金は適正に支出されているのかと、事業効果について論点としたい。 
＜菱田委員長＞ 
 「補助金は適正に支出されているのか」と「事業効果」を論点とする。 
３ その他 

（１）審査日程 

［事務局 決算審査日程説明］（了） 
 
＜菱田委員長＞ 
 その他、事務局から連絡事項はあるか。 
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＜事務局主任＞ 
 地方創生関連交付金等の資料を配付した。明日からの決算審査に持参願う。また、

決算カードも配付している。暫定値ではあるが、決算審査の参考にされたい。なお、

明日１０時からの決算全体会には、提出予定議案の概要を持参願う。 
 

 ～散会 １４：２４ 


